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煙団長

　淨慶康治

煙筆頭副団長兼養父方面隊長

　小柴勝彦

煙副団長兼大屋方面隊長

　上垣政雄

煙副団長兼八鹿方面隊長

　藤原　茂

煙副団長兼関宮方面隊長

　松下昌弘

煙副団長

　勝地　薫、池田正弘、加納祥裕、村上光博、　

　中尾敬五、上垣康成、井上浩一、西谷洋一

煙副団長兼氷ノ山鉢伏山山岳遭難救助隊長

　長村賢一

※任期は、平成２０年４月１日～平成２２年３月

　３１日の２年間

◎消防団新本部体◎消防団新本部体制制
（敬称略）
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あなたも消防団に入団して

地域に貢献しませんか？

　消防団は、火災や災害などの

緊急時に現場にいち早く駆けつ

け、消火活動などに従事すると

いう地域防災の要の役割を担っ

ています。

　消防団では、あなたの力を必

要としています。各分団から勧

誘された際には、地域を守るた

めにぜひ入団してください。

消防団長

淨慶康治

就任の
　ごあいさつ

　消防団長を拝命し、責務の大きさに身の引き締まる

思いです。

　「火災や自然災害から住民の生命財産等を守る」とい

う消防団の使命を念頭に置き、「安全で安心して暮らせ

るまちづくり」を目指し、４方面隊が一枚岩となって

活力と魅力のある消防団づくりを進めていきたいと考

えています。

　また、啓発活動をより活発にし、住民の皆さんに一

層の防火意識をもっていただけるようにしていきたい

と思いますので、ご協力をお願いします。


